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沖縄島中部地方の古井戸
角 田 清 美＊
はじめに
沖縄島（沖縄本島）の総面積は約１，２０８km２で，島々から構成される我
へ ど
が国の国土では，第７位の広さである。北端の辺戸岬から南端の荒崎まで
の延長は約１３０と長いが，幅は狭い。島の中で最も狭い場所は，東シナ
おん な き ん
海側の恩納村仲泊と金武湾側のうるま市石川を結ぶ石川地峡で，約３の
距離にすぎない。本島は石川地峡より南側の南部地域，地峡より北側の北
はね じ ないかい もと ぶ
部地域，および名護湾と羽地内海を結ぶ地峡より西側の本部半島から構成
されている（図１）。
北部地域は，山地が広い面積を占めている。山地は標高４９８の与那覇
岳を最高峰とする北部山地，標高３８５の多野岳を最高峰とする中部山地，
標高３６３の恩納岳を最高峰とする南部山地からなっている。起伏に富み，
急傾斜の谷底には，急勾配の河川が分布している。本島の地形は地質（岩
相）を強く反映している。山地を構成しているのは，主として古第三紀か
くにがみ おお ぎ み そん
ら中生代の国頭層群で，大宜味村の塩屋湾から辺戸岬にかけての海岸に沿
っては，中～古生代の砂岩・泥岩・石灰岩などが分布している（沖縄県，
１９９４）。
山地の下位で，標高約２００以下の範囲には丘陵地が分布している。山
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地と同様，河川は急勾配で谷壁斜面も急傾斜であるが，稜線付近の地形は
丸味をおびている。地質の大部分は山地と同じであるが，稜線付近には国
図１ 沖縄県の地形区分と古井戸の位置
白丸は古井戸の位置。番号は本報文の数字に対応する。
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頭礫層が分布している。稜線付近の高度には定高性があることから，更新
世中期に形成された，高位段丘群とされている（木庭，１９８０）。
ぎ の ざ そん き ん
宜野座村と金武町，あるいは恩納村恩納では，丘陵地の下位に洪積台地
が分布している。旧汀線の標高は約６０であるが，数段に細区分される。
主として，琉球石灰岩層から構成される。
石川地峡より南側の南部地域は，丘陵地と洪積台地で特徴づけられる。
丘陵地の最高地点は標高２０１で，丸味をおびた稜線が最高地点から放射
状に延びている。付近の地質は，古第三紀から中生代の国頭層群で，岩相
は砂岩と粘板岩の互層と，それを覆う国頭礫層である。人口総数が多い本
島南部に近いことから，倉敷ダム（有効貯水量；６９０万３）・長浜ダム（同；
１４３万３）・山城ダム（同；１１９万３）・石川ダム（同；２２万３）などが設
置され，南方の大消費地へ送水されている。その他，丘陵地は沖縄市照屋
なかぐすく
から中城湾に沿って首里城まで，標高約１００から１６０の高さで，細長
く分布している。
南部地域で広い範囲を占めているのは，洪積台地である。標高１００以
下の範囲が広いが，残丘状に比高１０～５０程度の小丘が，台地上に点在し
ている。洪積台地を形成している地層は，泥岩を主とする鮮新世の島尻層
群で，上位を琉球石灰岩が覆っている（沖縄県，１９９４）。
沖縄地方では昭和３５～４０年頃まで，多くの人々は井戸水を生活用水とし，
井戸の掘削が困難な場所では，雨水を使っていた。本報文では，沖縄島中
部地方にある多くの古井戸の中で，一般的な形態の筒井戸ではなく，特異
な形態をしている古井戸を選び，井戸付近の地形と地質との関係，井戸の
形態，さらに古井戸にまつわる伝承などを記載した。
なお，本報文は，筆者の古井戸に関する一連の報告（角田，１９９３・１９９４
・１９９６a・１９９６b・１９９８・２００１a・２００１b・２００２a・２００２b・２０１３・２０１４）に続
く報告である。
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い の は うふわく
１．伊野波の大湧
（１） 所在地
国頭郡本部町伊野波
（２） 井戸付近の地形と地質
い の は まん な がわ
伊野波集落は本部半島を東西方向に流下する，満名川の支流のひとつで
ある，伊野波川の右岸に位置している（図２）。付近の地形は，背後には
図２ 「伊野波の大湧」付近の地形
１．丘陵地 ２．沖積錐 ３．氾濫低地 ４．河道 図内の細線は
等高線で，主曲線は１０間隔。（単位：）。
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標高１００前後以下の丘陵地が広がり，丘陵地を下刻する小さな谷の出口
には，小さな沖積錐が形成されている。沖積錐の規模は半径約７０，扇頂
うふわく
と扇端の比高は約１２で，大湧は沖積錐の扇端に位置している。
くにがみ
丘陵地の地質は，未固結の粘土・砂・礫からなる国頭礫層である（沖縄
県，１９９４）。沖積錐を構成しているのは，国頭礫層を侵食し，運搬された
い の は がわ
物質で，透水性が良い。大湧は伊野波川の右岸に位置している。
うふわく
（３） 大湧の形態
井戸の平面形は正方形で，その規模は，一辺が約５である（図３）。
地表面から踊場までの深さは約２で，井戸底は伊野波川の河床とほぼ同
じ深さである。脇を流れる伊野波川とは，現在は幅約２５のコンクリート
図３ 「伊野波の大湧」の形態
井戸の位置は図２を参照。A ― Bは断面の位置。
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製の壁で隔てられているが，以前は石垣であったと考えられる。地下水は
伊野波川側を除いた壁面の各所から湧出し，伊野波川に沿っても，両岸の
各所に湧水が見られる。
井戸底の中央には，幅８０～８５の踊場が設けられている。地下水の湧出
箇所との間には，幅約１０，高さ約６０のコンクリート製の仕切りが設け
られ，湧水量が多い場合は伊野波川へ排出できるよう，また，踊場が湧水
で水没しないように工夫されている。
うふわく
以上のことから，大湧は沖積錐の先端部が，伊野波川によって下刻され
たため，清浄な地下水が湧出していることに気付いた住民たちが，利用し
やすいような構造にしたのであろう。現在の井戸はさらに利用しやすいよ
う，コンクリート製になっているが，かつては簡単な石積みであったと考
えられる。名称から，集落の発生と深く関わっていると推定される。
こ が ち し と しん が ー
２．古我知の里之子井戸
（１） 所在地
名護市古我知
（２） 井戸付近の地形と地質
し と しん が ー
里之子井戸は本部半島の基部付近で，洪積台地上に位置している（図１）。
台地は標高２０～３０の高さで，その上に比高２０～３０の小丘が点在し，ま
た，深さ１～５の浅い谷が分布している（図４）。
なか お し
台地を構成するのは下部の仲尾次層と，それを覆う国頭礫層である（沖
縄県，１９９４）。仲尾次層は更新統下部層で，半固結で礫混じり砂岩層であ
る。国頭礫層の基盤になっているほか，台地上の小丘を作っている。国頭
礫層は更新統中部層で，粘土や砂を混じえる未固結の砂礫層で，標高２０～
３０の台地を形成している。
里之子井戸は，鬱蒼とした樹木に覆われた小丘の基部から，地下水が湧
き出ているのを住民が知って穴を掘り，井戸にしたと伝えられる。そのた
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め，井戸は浅い谷の源流部に位置している（図４）。
し と しん が ー
（３） 里之子井戸の形態
平面形は半円形で，小丘側が弧状となり，コンクリート製の堰で湧水を
留めるようになっている（図５）。井戸の間口は約６，奥行き約４，
深さ約２の規模である。排水溝側はコンクリート製であるが，湧水があ
る半円の位置は，切石を築いた石垣となっている。
図４ 「古我知の里之子井戸」付近の地形
１．小丘 ２．２０～３０段丘面 ３．段丘崖 ４．段丘面上の浅い谷
５．氾濫低地 図内の細線は等高線で，主曲線は１０間隔。（単位：）。
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（４） その他
長嶺（１９９２）は『渡口里之子親雲上真全の褒書』の記事を資料として，１８
～１９世紀に築造されたと推定し，また，かつては正月の若水を，この井戸
から汲んでいたことを紹介している。集落の発生と深く関わっていると推
定されるが，現在の施設は，明治４４（１９１１）年４月５日に竣工された。昭
むら が ー
和３１（１９５６）年，集落に上水道が設置されたため，村井戸としての役割は
終わっている。
図５ 「古我知の里之子井戸」の形態
井戸の位置は図４を参照。A ― Bは断面の位置。
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ぎ の ざ うふ く ぼ が ー
３．宜野座の大久保井戸
（１） 所在地
ぎ の ざ おお く ぼ
国頭郡宜野座村宜野座大久保
（２） 井戸付近の地形と地質
宜野座を流れる福地川の河口付近には，標高１０～６０の海岸段丘が広く
分布している。段丘面を構成しているのは，国頭層群とその上位に堆積す
る琉球石灰岩層である。付近の国頭層群は砂岩と粘板岩の互層で，時代は
古第三紀～中生代である（沖縄県，１９９４）。琉球石灰岩層は固結塊状で，
うふ く ぼ が ー
数～十数の層厚である。大久保井戸付近では，両層の不整合面付近から
図６ 「宜野座の大久保井戸」付近の地形
１．段丘面 ２．段丘崖 ３．氾濫低地 図内の細線は等高線で，主曲
線は１０間隔。（単位：）。
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地下水が湧き出ている。段丘面を下刻する小さな沢の谷底には，狭長な氾
濫低地が分布している（図６）。
大久保井戸は段丘崖から湧出する地下水を，効果的に集められる構造で，
一方，氾濫低地からの流水が，逆流しないように工夫されている。
うふ く ぼ が ー
（３） 大久保井戸の形態
平面形は正方形で，一辺は約７．５の長さである（図７）。段丘崖が崩壊
しないよう，また，湧き水を最大限に集められる様な構造になっており，
南側と西側は３～４段で，比高２～３の，栗石を用いた石垣が築かれ，
近くの小道からは５段の階段を下る。石垣の下にある踊場は東西約５．５，
図７ 「宜野座の大久保井戸」の形態
井戸の位置は図６を参照。A ― B，C ― Dは断面の位置。
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南北約５の広さで，石垣との間には，幅約７０のコンクリート製の貯水
槽が設けられている。地下水が石垣の間から湧き出ているため，井戸の南
西端で，石段の上には二基の石碑が建てられ，またその北方には，お香炉
が置かれている。踊場の中央にも，縦約２，横約１．５の浅い貯水槽が
設けられ，周囲はコンクリート張のタタキとなっている。
（４） その他
むら が ー
大切な村井戸であったと伝えられ，井戸のすぐ近くには，説明板が立て
られ，下記の文章が書かれている。
「 大 久 保 ガ ー
大久保ガーは，石灰岩のすき間から冷水が湧き出る泉です。日照
りの時も水はかれることがありません。水道が普及する１９５０年代ま
で大久保の大切な水場でした。また，太平洋戦争で宜野座村に多く
の避難民が押し寄せた際には命の泉でした。その時，１９４６年２月に
整備をし「瑞泉」の記念碑が建てられました。
１９９７年３月
宜野座村教育委員会 」
き ん き ん うっかー
４．金武の金武大川
（１） 所在地
なみさと おーかわばる
国頭郡金武町字並里小字大川原
（２） 井戸付近の地形と地質
金武町の西方には，標高３６３の恩納岳を最高峰とする恩納山地がそび
え，東側山麓には標高５０から１００の高さで，丘陵地が広がっている（図
１）。丘陵地の下位には，全体として北西から南東方向へ緩やかに傾斜す
る，標高１０から５０の段丘面が分布している。丘陵地は，主として古第
三紀の国頭層群からなる。段丘は国頭層群を基盤とし，第四紀の国頭礫層
とその上位に堆積する琉球石灰岩層が分布するが，琉球石灰岩層が欠如し，
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国頭層群や国頭礫層が露出している場所も広い。
き ん うっかー
金武大川は，上位の琉球石灰岩層と下位のシルト層である国頭礫層の不
整合面から湧出する，延長２０以上の湧泉，すなわち迸出泉を人工的に加
工した井戸である。琉球石灰岩層からなる段丘面上の，中央部付近に位置
する金武大川の標高は約３０である。井戸を源流とする大川が南東方向へ
ん た はる
流れ，流路に沿っては武田原と称される氾濫低地となっている（図８）。
図８ 「金武の金武大川」付近の地形
１．小丘 ２．段丘面 ３．段丘崖 ４．段丘面上の浅い谷 ５．氾濫低地
図内の細線は等高線で，主曲線は５間隔。（単位：）。
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き ん うっかー
（３） 金武大川の形態
崖下の迸出泉を加工した井戸は，三日月状に東西方向に細長く，湧出部
の水平延長は約２４である（図９）。湧き出る地下水が容易に流れ去るの
を防ぐため，現在は段丘崖から約１離れた位置に，高さ約５０，厚さ約
２５のコンクリート製の護岸壁を設け，絶えることなく豊富に湧出する地
下水を溜めている。溢れ出た水は護岸壁に設けられている，幅約１５，深
さ約３の排水溝から流れ出し，外側に設けられた排水溝を通って，大川
に流れ出る構造になっている。排水溝の前面には敷石が張られ，洗濯など
の洗い場として利用される。また，貯水槽の両翼にも，それぞれ小さな貯
水槽が設けられ，野菜洗いなどに利用されている。
（４） その他
地元では，単に「ウッカガー」とも呼ばれ，親しまれている。住民にと
っては古くからの大切な水源で，村井戸として，湧水にまつわる伝説も多
むんちゅー か ー うが
い。門中の井戸拝みの対象にもなっており，正月・６月・９月には，住
図９ 「金武の金武大川」の形態
井戸の位置は図８を参照。A ― Bは断面の位置。
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うっかー
民が拝む姿も見受けられる。大川を水源とする上水道が設置されるまで，
正月の早朝には，若水を汲みに来る姿も多かったと伝えられる。大川の東
端で，背後にある公園へ向かう小道の途中には，約４２の敷地があり，
その中には拝所が祀られている。樹木に覆われた背後の公園は，かつては
う たき
御嶽であったと考えられる。
大川が大規模に整備されたのは，大正１３（１９２４）年，裕仁皇太子の御成
婚を記念した事業であったと云う。その後の老朽化により，平成３（１９９１）
年，現在のように再整備された。平成４年５月７日，町の文化財に指定さ
れ，近くには説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
「 金 武 大 川
所在地 金武町字金武９１番地
き ん うっかー
金武大川は並里区の中央に位置し，琉球石灰岩の多孔質を基盤と
した地下水の湧き出た代表的な井泉で，県下に知られた井泉である。
「大正十三年に衛生上の見地から金武並里区で経費を負担し一月に
竣工」コンクリートで用途別に区切り，泉口の根を飲用水，近くに
男女別の水浴場を設け，道路下方は洗濯場・芋洗場として構築され
た。六十六年経過した井泉は水漏れなどにより平成二年三月に改修
され，現在に至る。上水道が普及する以前は，金武並里住民の飲用
水であり，元旦の若水を汲み，夏には水浴を楽しみ，また地域住民
の出会いの場であった。井泉はかんばつ時に渇水せず，その豊富な
湧水量は一日千トンを超え，余水は武田原に注ぎ，稲・水芋の産地
を形成している。生活様式や地域社会の変化にともない，幾度か改
修を重ねながら，「長命の泉」を象徴するように，湧き出る清水の
井泉は，先人より継承された文化遺産である。
金武町教育委員会 」
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ひがしおん な くー が ー
５．東恩納の古井戸
（１） 所在地
うるま市東恩納原
（２） 井戸付近の地形と地質
くー が ー
古井戸が位置している場所は，石川地峡から南方へ約１．５離れた位置
である（図１）。
付近の地質は，国頭層群とその上位に堆積する，更新世の国頭礫層およ
び琉球石灰岩層である（沖縄県，１９９４）。国頭層群は固結した砂岩と粘板
図１０「東恩納の古井戸」付近の地形
１．小丘 ２．７０～８０段丘面 ３．５６～６５段丘面 ４．段丘崖 ５．氾濫
低地 図内の細線は等高線で，主曲線は１０間隔。（単位：）。
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図１１「東恩納の古井戸」の形態
井戸の位置は図１０を参照。A ― B，C ― Dは断面の位置。
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岩の互層で，国頭礫層は粘土や砂を混える未固結の砂礫層である。琉球石
灰岩層は固結塊状で，国頭層群や国頭礫層を数～十数の層厚で覆ってい
る。
付近の地形は数段の海岸段丘で，その上位に比高１０～１５の小丘が突出
している。小丘の地質は国頭礫層で，海岸段丘を形成しているのは琉球石
灰岩層である。段丘面は数段に分けられるが，古井戸付近には，標高７０～
８２面と，５６～６５面が分布している。古井戸は標高７０～８２面の段丘崖
中腹で，幅の広い谷地形の谷頭付近に設けられている（図１０）。
くー が ー
（３） 古井戸の形態
全体の平面形は円形競技場のようになっており，中央にはシャモジのよ
うな形の，平坦な踊場と通路があり，踊場の中央に筒井戸が設けられてい
る（図１１）。踊場の直径は約３．２で，筒井戸の内径は約５０，井戸の踊場
からの深さは約４である。踊場の周囲は比高４０～６０で，全体では五段
の石段が築かれ，最上段の石垣の直径は約６，踊場からの比高は約３
う がん
である。入口から見て正面で，石垣の三段目には水神様を祀る拝所が設け
られている。
１９９９年３月２７日と同年１２月２６日の調査時，筒井戸底に滞水は無かった。
すでに述べたように，井戸付近では下位の国頭層群が不透水層になりで，
その上位の国頭礫層と琉球石灰岩層が滞水層になっていると推定される。
沖縄では１１月から３月までは渇水期である（角田，２０１３）ことから，地下
水面は井底面より深い位置になっているためであろう。あるいは，井戸が
位置する幅の広い谷地形の谷頭付近に，広い国道の開通に伴い，地下水の
涵養環境が大きく変わったためだとも考えられる。
（４） その他
井戸が築造された時期についての記録は無いが，長嶺（１９９２）は１８世紀
むら が ー
頃と推定している。名称から，村井戸として設けられたのであろう。
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いけはら うぶがー
６．池原の初泉
（１） 所在地
沖縄市池原
（２） 井戸付近の地形と地質
付近の稜線高度は標高５０～８５である。数段の海岸段丘からなり，その
上位に比高１０～３０の小丘が突出している。段丘を構成しているのは未固
結の砂層（国頭礫層）で，小丘には琉球石灰岩層が分布している（沖縄県，
１９９４）。
うぶがー
初泉付近には，標高３５～４５面と標高２７～３５面が分布し，段丘を下刻
図１２「池原の初泉」付近の地形
１．３５～４５段丘面 ２．２７～３５段丘面 ３．段丘崖 ４．氾濫低地
５．河道 図内の細線は等高線で，主曲線は１０間隔。（単位：）。
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するカニカラン川の両岸には，狭長な氾濫低地が分布している（図１２）。
初泉は標高２７～３５面の段丘崖下で，氾濫低地との境界に設けられている。
段丘崖下で数十離れた位置には，「諸人泉」と「妙泉」と称される，初
泉とほぼ同じ形態の井戸があることから，段丘崖下では各地で地下水が湧
き出，井戸が設けられているのであろう。
うぶがー
（３） 初泉の形態
平面形は長方形で，東西約２．７，南北約１．３の規模である（図１３）。
図１３「池原の初泉」の形態
井戸の位置は図１２を参照。A ― Bは断面の位置。
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段丘崖から濁流が入らないよう，北側と東側には三段で，比高約２の，
栗石を使って築かれた石垣があり，地下水は石垣の隙間から湧き出ている。
排水口側はコンクリート製の壁で，貯水槽に溜まった水は，幅約２０の排
水溝から流れ出ている。
（４） その他
う がん う こー る
正面の石段の上には，水神を祀る拝所が設けられ，その仲にはお香炉が
備えられている。さらに，その上段には記念碑が建てられている。初泉と
の関係については不明であるが，碑面には，「木火土金水」と彫られ，１６５７
年の建立である。井戸のすぐ近くには，説明板が立てられ，下記の文章が
書かれている。
「 池 原 の 石 碑
１６５７年に建設されたのもで，当間重陳（伊地知太郎右衛門）の池
原での鳩目銭鋳造を記念した石碑と考えられています。
碑の表面には大きく「木火土金水」の文字が彫り込まれ，裏面に
は碑を建てた由来が刻まれていますが表面は磨耗して一部読取がむ
ずかしくなっています。
沖縄市教育委員会 」
のぼりかわ みー が ー
７．登川の新井戸
（１） 所在地
沖縄市登川
（２） 井戸付近の地形と地形
いけはら うぶがー
この井戸は，池原の初泉から南南西方向へ，約２５０離れた場所に位置
している（図１）。
付近の地形は標高３５～４５面と，標高２７～３５面からなり，カニカラン
川から南方へ延びる小さな沢が段丘面を侵食している（図１４）。小さな沢
みー が ー
に沿っては，谷幅約２５の狭長な氾濫低地が分布している。新井戸は，標
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高３５～４５面の段丘崖下で，氾濫低地との境界に位置し，付近の地質は未
固結の砂層である。
みー が ー
（３） 新井戸の形態
平面形は長方形で，貯水槽と踊場を合わせた規模は，幅約４．７，奥行
き約３．７である（図１５）。小道から踊場へは六段の階段が設けられ，段丘
崖から流土が入らないよう，三面は栗石を用いた石垣が築かれている。地
下水は，築かれた石垣の隙間から湧き出ている。
図１４「登川の新井戸」付近の地形
１．３５～４５段丘面 ２．２７～３５面 ３．段丘崖 ４．氾濫低地
５．河道 図内の細線は等高線で，主曲線は１０間隔。（単位：）。
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貯水槽は約５０の深さで，溢れ出た水は踊場を通り，氾濫低地を約１
掘り下げて造られた水路から，流れ出ている。
（４） その他
登川集落は１７３９年頃，池原村から７軒の家が移転し，その後もさらに７
軒が移転したと伝えられることから，最初の移転に伴って井戸が設けられ
たと推定される。しかしながら，長嶺（１９９２）は『渡口里之子親雲上真全
の褒書』の記事を資料として，１８７２～１８７５年に設けられたとしている。い
みー が ー もと が ー
ずれにしても，「新井戸」と称されることから，付近の母村に「元井戸」が
あったのであろう。
図１５「登川の新井戸」の形態
井戸の位置は図１４を参照。A ― Bは断面の位置。
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ぐ し かわ うふがー
８．具志川の初泉
（１） 所在地
うるま市字具志川
（２） 井戸付近の地形と地質
かつれん
国頭山地の東南側山麓部，およびそこから南東方向へ延びる勝連半島は，
標高２０から６０前後の海岸段丘である。段丘は泥岩の島尻層群，あるい
図１６「具志川の初泉」付近の地形
１．石灰岩堤 ２．上位段丘面 ３．下位段丘面 ４．段丘崖 ５．段丘面上
の浅い谷 ６．ガー（湧泉・井戸） 図内の細線は等高線で，主曲線は２間
隔。（単位：）。
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は砂層や粘土層からなる国頭礫層を覆う，琉球石灰岩から形成されている。
初泉付近では，段丘面を切って，南北方向に比高数の段丘崖に似た急斜
面が分布しているが，急斜面は直線状であることや，比高が連続的に低く
なっていることなどから，この急斜面は断層崖と推定される。段丘面の上
位には，比高１０前後の，数列の石灰岩堤が南北方向に延びている（図１６）。
初泉は，比高約２．５の断層崖下から湧出する地下水を集める井戸で，
南方には似たような地形の場所に，センタクガーあるいはウスクガーと称
される井戸が，数か所に設けられている。湧出した水は，細流ではあるが
段丘面上を約１下刻し，氾濫低地を形成している。
うふがー
（３） 初泉の形態
井戸は貯水槽の部分と，その前面の広い洗い場，および踊場から構成さ
れている（図１７）。貯水槽は奥行き約１．５，幅約７，深さ約１の規模
で，屋根に覆われている。洗い場は幅約７，奥行き約１．５の広さで，
図１７「具志川の初泉」の形態
井戸の位置は図１８を参照。A ― Bは断面の位置。
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浴場・洗濯場・野菜洗い場などに区切られている。排水溝の規模や踊場の
広さなどから，かつては湧水量が現在より多かったが，貯水槽の背後に広
い道路が開通したため，湧水量が少なくなったと考えられる。貯水槽の屋
根の上には，香炉台が置かれている。
（４） その他
集落に上水道が設けられるまで，初泉は大切な村井戸であったと云う。
うぶみじ わかみじ
かつては初水や若水を汲む井戸としても利用され，また，住民たちにとっ
ては大切な交流の場所であったと伝えられる。現在は，井戸の水源に当た
る断層崖の直上に国道が開通し，周辺は住宅地となっているため，地下水
の涵養が絶えてしまっている。
へ ん な うぶがー
９．平安名の初泉
（１） 所在地
うるま市勝連町平安名
（２） 井戸付近の地形と地質
かつれん
平安名が位置する勝連半島は，数段の海岸段丘からなり，最高地点は南
しんざと
端の標高１２０地点である。半島の基盤はシルト層である新里層で，上位
うぶがー
を更新世の琉球石灰岩が覆い，段丘地形を形成している。初泉付近での段
丘面は，標高３８～４２面，標高３０～３６面，標高１０～２２面に細分される。
下位の段丘面は，上位の段丘面を開析する谷を埋めるような状態で分布す
ることから，下位の段丘は相対的な海水準の低下に伴って，順次，形成さ
れたのであろう。
井戸は，標高３０～３６面を侵食する小谷の谷頭部で，比高３～４の段
丘崖下に設けられている（図１８）。小谷の上流側の段丘面では，１～２
の浅い谷地形になっている。地下水は，新里層と塊状の琉球石灰岩層の間
から湧出している。
うぶがー
（３） 初泉の形態
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屋根に覆われた井戸の平面形は長方形で，奥行き約２，幅約４．５の
広さである（図１９）。内部は，地下水を溜める，奥行き約１，幅約３．３
でコンクリート製の貯水槽があり，周辺は踊場になっている。段丘崖には
４段の石垣が積まれ，地下水はシルト層と石灰岩層の不整合から湧き出て
いる。屋根に覆われた井戸の前面は，奥行き約４，幅約４の遊水地と
なっており，コンクリート張りの洗い場が設けられ，細かく仕切られてい
る。踊場より下流側には広い空間地があり，地下水の湧出が多い時は貯水
池になる。かつて家畜を飼育していた頃，広い貯水池では，家畜に水浴び
などをさせていたのであろう。段丘面上の道路とは，９段の階段で繋がっ
ている。
図１８「平安名の初泉」付近の地形
１．３８～４２段丘面 ２．３０～３６面 ３．段丘崖 ４．段丘
面上の浅い谷 ５．氾濫低地 ６．河道 図内の細線は等高線
で，主曲線は１０間隔。（単位：）。
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（４） その他
近くに立てられている改修記念碑には，
「起工１９４６年３月２６日，人夫４，１２５人，工事費三万三千円」
と，記録されている。人数はもちろんのこと，費用についても，当時の状
況を考えると，大規模な改修工事であったことが分かる。
み さと ひーじゃーがー
１０．美里の樋川井
（１） 所在地
沖縄市美里
（２） 井戸付近の地形と地質
図１９「平安名の初泉」の形態
井戸の位置は図１８を参照。A ― Bは断面の位置。
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国頭山地の南側山麓部に位置する美里地区は，標高５０～７０の段丘で，
北西方向へ向かって穏やかに傾斜している（図２０）。段丘の地質は，主と
して泥岩である島尻層群と，それを覆う琉球石灰岩層からなっているが，
島尻層群の分布範囲と琉球石灰岩層の分布範囲とは，地形的には識別でき
ない。樋川井は平坦な段丘面を５前後下刻する小川に湧出する段丘崖泉
が
を，地下水が湧出しやすいよう，人工的に約３掘り込んで設けられた井
図２０「美里の樋川井」付近の地形
１．段丘面 ２．段丘崖及び急斜面 ３．台地上の浅い谷 ４．湧泉
図内の細線は等高線で，主曲線は２間隔。（単位：）。
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ー
戸である。
ひーじゃーがー
（３） 樋川井の形態
段丘崖を約３掘り込んで設けられた井戸は，貯水槽と踊場から構成さ
れている（図２１）。湧出部の貯水槽は，立派な切石を合方積みに築かれ，
地下室部分の規模は幅約４．５，奥行き約１，地表面の部分は幅約４，
奥行き約０．５で，水深はいずれも約０．５である。貯水槽からは二か所で
地下水が湧出するようになっており，それぞれの出口に樋が設けられてい
る。踊場は一辺が約４．５の広さで，南側には高さ約１．７の石垣が築かれ
図２１「美里の樋川井」の形態
井戸の位置は図２０を参照。A ― Bは断面の位置。
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ているが，北側は素掘りのままである。貯水槽の脇には，お香炉が置かれ
ている。踊場へは階段を使って降りられるようになっているが，排水溝な
ど付近の状況から，西側の部分は盛土であろう。
（４） その他
貯水槽の壁面には，現在のように修改築されたのは，昭和２９年５月２０日
と書かれている。なお，小川を挟んだ西側にも，段丘崖下に素掘りの井戸
があることから，付近を捜せば，さらに見つかると考えられる。
み さと
１１．美里のセクガー
（１） 所在地
沖縄市美里
（２） 井戸付近の地形と地質
ひーじゃーがー
この井戸は，上記の樋川井から南方へ約２００離れた，小川の上流に位
置している（図２０）。段丘面と，小川に沿って分布する氾濫低地との比高
は約２である。
（３） セクガーの形態
段丘面を低地側から南東方向へ約６．５，円弧状に掘り込んで設けられ
ている。貯水槽と踊場から構成され，貯水槽は切石を合方積みで築き，地
下室部分の規模は幅約４，奥行き約１．５，地表の部分は幅約３．５，奥
行き約０．７で，深さはいずれも約０．２５である（図２２）。階段を下りた踊
場は，一辺が約４四方の広さで，石垣で囲まれている。東側の石垣の下
部から地下水が湧出し，水は北方にある直径約０．９の筒井戸の周辺に流
れ込んでいる。筒井戸の水位は，洗い場とほぼ同じ高さであるが，地下室
からの湧水が少ない場合は，この筒井戸から揚水するのであろう。貯水槽
を覆う屋根の上には，香炉台が置かれている。
（４） その他
伝えられるところによると，美里地区にはかつては約２０か所に，村の共
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同井戸である「ニーブガー」があったと云う。
き しゃ ば むら が ー
１２．喜舎場の村井戸
（１） 所在地
中頭郡北中城村喜舎場
（２） 井戸付近の地形と地質
付近の地形は，標高４０から９０を示す数段の海岸段丘と，その上位に
分布する比高５０から７０で，標高９０～１５０の小丘から成っている。地
図２２「美里のセクガー」の形態
井戸の位置は図２０を参照。A ― Bは断面の位置。
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質は，泥岩層の新里層が広く分布し，小丘の部分はキャップロックとして，
むら が ー
琉球石灰岩層が分布している（沖縄県，１９９４）。村井戸の北方には，琉球
石灰岩層が堆積する標高約１５０の丘陵地がそびえ，南方には標高８０～９０
の段丘面が分布している。段丘面上には浅い侵食谷が分布し，村井戸は
侵食谷の谷頭部付近に位置する（図２３）。
むら が ー
（３） 村井戸の形態
平面形は長方形で，東西約３０，南北約１９の広さである。地下水の湧
出場所は二か所にあり，いずれも谷の谷壁に位置している（図２４）。井戸
水の涵養は，谷壁から湧き出る地下水である。
谷頭部にあたる東側の井戸は，比高約２．５の谷壁を利用し，加工した
切り石を合方積みで築いた，湾曲した三段の石垣を設けている。貯水槽は
図２３「喜舎場の村井戸」付近の地形
１．小丘 ２．８０～９０段丘面 ３．段丘崖 ４．段丘面上の浅い谷
５．氾濫低地 図内の細線は等高線で，主曲線は１０間隔。（単位：）
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コンクリート製で，幅約６．７，奥行き約２の規模である。貯水槽の前
には，広さ幅約８．５，奥行き約３．５の，コンクリート張りの踊場がある。
一方，背後には石垣内に，幅約６０のお香炉を置く場所が設けられている。
一方の，南西側の井戸も比高約２の谷壁を利用し，ここでも合方積み
で湾曲した二段の石垣となっている。コンクリート製の貯水槽は，幅約４．２
，奥行き約１．２の大きさである。貯水槽の前には，幅約４．５，奥行き
約２の広さの踊場があり，コンクリート張りである。
貯水槽から溢れ出た井戸水は，幅約２０の排水溝を流れ，さらに広い踊
場に達する。かつては，ここで洗濯などが行われたのであろう。
（４） その他
近くに立てられている碑には，
「喜舎場共同井戸 大正１１年７月 竣工」
と彫られている。
この村井戸は，すべて石灰岩を利用した栗石で，不整形な切石を巧みに
図２４「喜舎場の村井戸」の形態
井戸の位置は図２３を参照。A ― B，C ― Dは断面の位置。
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組み合わせた，合方積みで築かれている。沖縄の石造り建造物を代表する
文化遺産である。
なかぐすくじょう くるわ が ー
１３．中城 城跡内にある「北の郭の井戸」
（１） 所在地
なかがみぐんきたなかぐすくそんあざおおぐすく
中頭郡北中城村字大城
（２） 井戸付近の地形と地質
なかぐすくじょう
中城 城は，中城湾に面する丘陵地の頂上付近に位置する（図１）。丘
陵地の稜線は標高１５０～１７０で，東側は比高１４０～１６０の急傾斜，西側に
は標高５０～１００の台地が広がっている（図２５）。
しんざと
丘陵地を構成しているのは鮮新世の新里層で，岩相は主として泥岩であ
るが，その上位に琉球石灰岩層が堆積し，石灰岩堤を形成している。中城
城は，石灰岩堤を利用して築かれ，城壁によって南の郭，一の郭，二の郭，
三の郭，西の郭，北の郭に分けられている。「北の郭の井戸」は北の郭が
ある通路から石段を３３段，比高にして約６．５降りた場所に設けられてい
る。
（３）「北の郭の井戸」の形態
くるわ が ー
「北の郭の井戸」は，階段を降りた先端に位置し，幅約２．５，奥行き約
２，踊場からの深さ約１の規模である。井戸と踊場を分ける，幅約２５
のコンクリートの両端には石垣が築かれているが，多くは泥岩を掘り込
んでいる。踊場は幅１．５前後，奥行き約６．５の広さで，三面には石垣が
築かれている。左側石垣の下には，幅約３０の切石が一列に並んでいるの
で，下は排水溝になっているのであろう。
踊場の左奥は，比高６～７の城壁となっている。城壁は合方積みで築
かれ，上位面には幅５０～６０の犬走りがあり，そこからはさらに上方へ向
かって，急勾配の石垣となっている（図２５）。城壁の外側で城壁の下には，
規模は小さいが沢が延び，下流の中城ダムまで続いている。
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図２５ 中城城跡にある「北の郭の井戸」付近の地形
左下の図は城跡の全景で，右上の大部分は「北の郭の井戸」付近の地形を示し
ている。A ― Bは断面の位置。
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これらのことから，築城にあたり，城内での生活用水を確保するため，
湧水がある沢の源流を城壁で取り込み，一段高い通路まで石段を設けたと
考えられる。
（４） その他
なかぐすくじょう さきなかぐすく あ じ
中城 城は１４世紀後半頃，先中城按司が数世代にわたって築き，その
あ ま わ り
後，勝連半島を支配していた阿麻和利が勢力を拡張するのを押さえるため，
しょうたいきゅうおう
尚 泰久王の時代（１４５４～１４６０）に現在に近い状態に築かれた（創史社
くるわ が ー ご さ まる
編，１９８０）。「北の郭の井戸」は，かつては城外にあった井戸を，護佐丸（
～１４５８）が城壁を拡大して取り込んだとも伝えられる。この井戸のほか，
みーとぅ が ー みーとぅ が ー
城内の南西端には夫婦井戸と称される井戸もある。現在，夫婦井戸への往
来は危険である。
１８５４年に当地を訪れた，米国東インド艦隊司令官・ペリー提督が記録し
なかぐすくじょう くるわ が ー
た『ペルリ提督日本遠征記』には，中城 城と「北の郭の井戸」について，
次のように記録している。
「古代の城砦を発見して驚いた。それは中央分水嶺の一支脈の頂上に湾
を俯瞰し得る位置を占めていた。その形は不規則であったが，全部が北東
から南西の方向に向かっていた。又ある部分は完全に保存されているのに，
他の部分には葡萄や灌木が繁茂して，その土台となっている自然石とほと
んど区別が付かなかった。アーチになった門を通ると，道は樹木の繁った
段丘に通じていた。‥‥ 岩に刻まれた急な階段を通ると，北側を下りて
城砦のすぐ下にある一つの洞窟に達した。その底には冷たくて爽かな水を
たたえた池があった。この場所には一面に密生した群葉が垂れ下がってい
た。太陽の光が通らなかった。」文章の前後から，当時，中城城はすでに
廃城になっていたようである。太平洋戦争中には，沖縄に駐留した駐留軍
も，この井戸を使用したと云う。
沖縄城郭史上完成期の貴重な城郭として，昭和４７（１９７２）年には国の史
跡に指定され，２０００年には世界文化遺産に登録された。
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ま し き むん ぬ かー
１４．真志喜の森の川
（１） 所在地
宜野湾市真志喜
（２） 井戸付近の地形と地質
が ー むん ぬ かー
井戸が位置する「森の川公園」は，普天間飛行場の南西端付近で，段丘
崖下に位置している。飛行場は標高６５前後の琉球石灰岩から形成される
むん ぬ
海岸段丘面で，西側の段丘崖は比高６０前後となっている（図２６）。森の
図２６「真志喜の森の川」付近の地形
１．７０～８０段丘面 ２．段丘崖 ３．氾濫低地 ４．湧泉
図内の細線は主曲線で，５間隔。（単位：）。
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かー
川は段丘崖の下部に位置し，崖の各所から湧出する地下水を集めるような
しゃ な にしもり お ん
構造になっている。段丘崖は霊域となっている謝名西森御嶽である。ここ
おく ま うふ や
に，奥間大親と天女が出会い，さらに１４世紀の琉球国山王である察度王が
誕生した，などの伝説が残されている（長嶺，１９９２）。
付近の地質は，基盤として砂岩層の新里層が広く分布し，その上位に琉
球石灰岩が堆積している（沖縄県，１９９４）。地下水は，両層の不整合面か
ら湧出している。
むん ぬ かー
（３） 森の川の形態
平面的には，複雑な構造になっている（図２７）。切石を用いた合方積み
の井戸は，円形の主井戸と方形の副井戸から構成されている。
段丘崖の下に位置する主井戸は楕円形で，長径約４．３，短径約２．４の
大きさで，深さは約２．５である。湧き出た地下水を溜める正方形の箱井
戸は，一辺が約７０の大きさで，深さは約２５である。前面の踊場には石
畳が敷かれ，その前にはお香炉が置かれている。踊場へ入るためには，幅
約９０で，高さ約１１０の石門を潜り，５段の階段を下りるようになって
いる。
副井戸の平面形は長方形で，長さ約５，幅約２．７で，深さは約１．４
の規模である。主井戸と繋がる暗渠の構造は不明であるが，主井戸に最も
近い位置に，石造りで長さ約３５の樋が設けられており，そこから地下水
が湧出している。樋の下には，幅約２．７，奥行き８０，深さ約２０の水
溜りがあり，さらに，その手前には，深さ数の踊場となっている。踊場
へは，西側から階段で下りられるようになっており，また溢れ出た井戸水
は北西端で，幅５０前後の水路から流れ出るようになっている。
（４） その他
にしもり ひ き
公園内には，１７２５年に建立された『西森碑記』があり，近くには説明板
が立てられ，下記の文章が書かれている。
「 宜野湾市指定史跡
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にし もり ひ き
西 森 碑 記
平成三年八月一日指定
この石碑は，高さ一二○センチ，幅三○～六○センチ，厚さ一○
～二二センチのニービヌフニ（微粒砂岩）でできている。
尚清王（在位一五二七年～一五五五年）の第七子を初代とする向
家伊江家の人々が，この石碑の前にある石門と森の川の石積み工事
を行い，その完成を記念して擁正三年（中国年号・一七二五年）に
図２７「真志喜の森の川」の形態
井戸の位置は図２６を参照。A ― B，C ― Dは断面の位置。
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建立したものである。
碑文には，「森の川で沐浴していた天女と奥間大親とが出会い，
一女一男が生まれた。男の子は察度と名付けられ，後に中山王に就
いた。私達の元祖尚宗賢伊江王子朝義の母は宜野湾間切謝名村の野
国掟の娘で，名を城の大按司志良礼といい，尚清王の夫人である。
私達子孫は毎年五月，西森および森の川の泉を拝んでいるが，野国
掟は奥間大親の末裔であるという伝説があるからであろう。
これらの事情により，私達は資金を寄せ，石工を集め，石を敷き
つめ，泉を囲み，門を造った。また，西森の前にも長さ五丈四尺（約
一六・四メートル）の石垣を造り，門を開け出入りができるように
した。これらは先祖をしのび尊ぶためである。よって，ここに石碑
を建立しその事を記す。
大清擁正三年九月吉日，向和憲垣花親方朝理・向良顕伊江按司朝
良・向和声西平親方朝叙」とある。
碑文の末尾の人物は三司官の向和声を含め，いずれも伊江家の子
供たちである。
平成四年三月
宜野湾市教育委員会 」
ひーじゃー ま
上記の説明碑によると，樋川は１７２５年に完成したことになる。この真
し き むん ぬ かー
志喜の森の川も，沖縄に伝わる石造り文化を代表する立派な井戸のひとつ
で，沖縄県の名勝に指定されている。
が ね こ が ね こ ひーじゃー
１５．我如古の我如古樋川
（１） 所在地
宜野湾市我如古
（２） 井戸付近の地形と地質
付近の地形は，東から西方へ穏やかに傾斜した標高６５～１００の段丘面
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い や ら がわ
が広がり，その上位に比高数の小丘が点在し，段丘面を井屋良川および
その支流が下刻する，谷地形から成っている（図２８）。
地質は，基盤の泥岩～砂岩の新里層と，その上位に堆積した空隙の多い
琉球石灰岩層で，石灰岩層の層厚は約１０以下である。そのため，段丘面
を侵食する谷の谷壁では，両地層の不整合面から，各所で地下水が湧出し
が ね こ ひーじゃー
ている。我如古樋川は，比高約１０の谷壁の中腹から湧き出る地下水を
ひーじゃー
集めて整備し，樋川にしている。
が ね こ ひーじゃー
（３） 我如古樋川の形態
樋川は，段丘面から１６段の階段を下りた位置にある。比高約４の石垣，
幅約４．２で奥行き６．６の踊場，さらにその前に広がる約３５２の広場か
ら構成されている（図２９）。石垣はすべて，合方積みで築かれている。正
図２８「我如古の我如古樋川」付近の地形
１．小丘 ２．段丘面 ３．段丘崖 ４．湧泉 図内の細線は等高線で，主曲
線は１０間隔。（単位：）
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面に当たる比高約４の石垣は幅約５．５で，中程にはテラスが設けられ，
う がん う こー る
中央に向かって左手には幅約５０の拝所を設け，お香炉を置き，水神を祀
るようになっている。左手の拝所に向かう参道は，約９０の幅である。不
整合面に設けられた樋口から湧き出る地下水は，幅約２．８，奥行き約８０
で，深さ約４５cmの貯水槽に溜められる。溢れ出た水は，左手前にある
水溜に流れ込むようになっている。脇には排水溝があるので，この水溜は
図２９「我如古の我如古樋川」の形態
井戸の位置は図２８を参照。A ― Bは断面の位置。
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洗い場として利用されたのであろう。広場の石垣にも，拝所とお香炉が設
けられており，住民が樋川を大切に扱い，清浄な湧水に感謝していたこと
をうかがい知ることが出来る。
（４） その他
かつては，地下水が自然状態の洞窟から湧出していたのを，集落が付近
に成立してから以降，村人の命を繋いだ湧き水と伝えられ，親しまれてき
た。しかしながら，井戸への降り口には岩が突出しており，往来には不自
由であったため，明治２５（１８９２）年，村の住民であった新末吉と上門とい
う，二人の石工を中心に，村民総出で樋井と石段を築き，約半年間の月日
をかけて完成したと伝えられる（昌子・三沢，１９９４）。一方，長嶺（１９９２）
は，『琉球国旧記』に，「俗日樋川」とあることから，１８世紀前半から石積
みの樋がある井戸で，当時からほぼ現状に近い景観を呈していたと推定し
ている。
井戸のすぐ近くには，説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
「 我如古ヒージャーガーは，今から百年程前の明治２５（１８９２）年，
みーしー し う ぃ ーじょー
区出身の新末吉と上門家の勝れた石工二人の指導により，区民総
ゆうせん
出で半年の月日をかけて造られた湧泉と伝えます。
し みず いも
湧泉から流れ出す清水は，人々の日々の飲み水や野菜・芋の洗い
すす
水，衣類の濯ぎ水に利用されるなど，長く地域の共同生活用水とし
て親しまれてきました。
でんとうぎょう じ
湧水はまた区の伝統行事であるウマチーやウビナディーなどの
わがみじ
節々の拝み，新年を迎えるときの身を清める「若水」，子供の出生
あ ゆ うぶみじ ふし
のときの湯浴みに使う「産水」など，区民ひとりひとりの人生の節
め わ く
目に使う大切な水は，湧き水を汲み取って利用されていました。
平成８年３月建立
宜野湾市教育委員会 」
この我如古樋川も，沖縄に伝わる石造り文化を代表する，立派な井戸の
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ひとつである。
まとめに代えて
本報告では，沖縄島中部地方に分布する，特徴ある形態をした１５か所の
古井戸を紹介した。
筒井戸を設置する場合，縦穴を掘れば地下水が得られると云うような，
単純な事ではない。
固結した地質の場所（岩盤）では，地層は崩れ難いので，地表面付近の
直径と井戸底の直径はほぼ同じである。この場合，地層が硬いため，鶴嘴
たがね げんのう
・鏨や玄翁などの岩盤を割る道具が必要で，体力に勝った井戸堀人が必要
である。地下水面の位置が不明なので，このような井戸が設けられること
は少ない。完成した井戸の壁面には，岩石が露出している。井戸水の水源
は，難透水層あるいは不透水層となっている，固結した岩のわずかな隙間
に存在する地下水である。
たがね げんのう
崩れ易い地層，あるいは軟弱な地層の土地では，鏨や玄翁などの道具は
ほぐ
不必要で，柄の短い鶴嘴・スコップ・除連・鍬などを使って，土層を解し
ながら掘り下げて行く。縦穴を掘っている最中，壁面が崩れる可能性があ
るため，常に細心の注意を要する。また，完成した後に崩れる可能性があ
ることを前提に，完成する筒井戸の直径が約１の場合，縦穴の直径を３
～５の大穴とする。縦穴の深さは，地下水面より５０以上深い位置まで
掘り下げる。渇水期に，井戸涸れが無いようにするためである。大穴が完
成すると底には砂利や砂を敷き固め，その中心に，直径約１の円形の石
垣を設置し，そこから地表面に向かって積み上げていく。石垣の周囲と，
縦穴の壁面にある約１の空間には裏込めとして，細礫や砂を充填する。
裏込めは地表面から重力で浸透する水が，井戸内に滞水する際の浄化装置
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としての機能を持っているため，石垣の近くでは細粒，周辺の土層付近で
は粗粒にする。地表面まで石垣は積み重ねられ，背後には裏込めが充填さ
れるが，重要なのは，縦穴を掘ることより，崩れないように石垣を積む技
術である。このため，崩れない石垣を積む技術がない時代（場所）では，
長い間，内部が石垣となっている筒井戸を設けることは出来なかった。こ
れまでの調査によると，わが国では，東京都青梅市新町にある「慶長の井
戸」が，石垣が築かれた最古の筒井戸であろう（角田，２００２a）。
縦穴が崩れるのを防ぐため，関西では考古学的遺跡から発掘された井戸
の多くは，石垣ではなく板壁で，一部は磚を積み上げられている井戸もあ
ると言う（鍾方，２００３）。
本報告では，沖縄県中部地方に分布する１５の古井戸を記載したが，筒井
くー が ー
戸はうるま市にある「東恩納の古井戸」のみである。断面形から推定する
と，現在のような形態の井戸を築くに先立ち，踊場より約４深い位置ま
で大きな縦穴を掘った。そこに内径約５０で，円形の石垣を築き，次第に
積み上げる。石垣と周辺の土層との間には，砂や小石などの裏込めを詰め
る。このようにして，井戸の中央にある筒井戸は設けられたと考えられる。
踊場から上は，筒井戸を築く技術に自信が無かったためであろうか，ある
いは筒井戸に対する踊場の広さが十分と考えられたのかは不明であるが，
途中で中止され，４段の石段にしたのであろう。断面図から推定すると，
最初に掘られた大きな縦穴は，直径約６，深さ約７であったと推定さ
れる。
くー が ー
「東恩納の古井戸」を除いた１４井戸は，段丘崖あるいは谷頭付近で，地
下水が湧出する場所を掘り広げ，地下水が得易いように，数段の石垣を築
いている。
清浄な水は，人々が生存していくために不可欠の資源である。水を求め
て人々は移動し，安定した水量がある場所に定住する。定住した場所が集
落である。井戸の名称は，集落との関わりを示している。
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